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■モデレータ 

［SUGIURA SHINYA 杉浦伸哉］ 

［OBAYASHICorporation 株式会社大林組］ 

［Business Innovation&Management Foundation Department Civil ］ 
 

■パネリスト 

［小島文寛/東急建設株式会社］ 

[西山昭一/応用地質株式会社] 
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説明 

2012 年から始まった日本のインフラ事業における BIM/CIM活用は、2023 年の完全実施に向け

て 2020 年大きく舵を切った。いままでは実施してきた事例を含め、多くの課題を整理するに

とどまっているだけであったが、2020 年から 2023 年の 3 年間で実際にできることを具体的に

落とし込み、2023 年からはインフラ工事における BIM/CIM活用を原則実施という流れにな

る。 後 3 年で我々業界全体として、BIM/CIMツールの「価値」を再認識し、その「価値」を誰

がどのような形で得られるようにすべきか、その「価値」は今後の日本のインフラ事業におい

てどのような「成果」が生まれてくるのかを、再度、今、振り返り、2023 年にむけた大きな

ロードマップを議論したい。 これらを推進するために、建築分野のエキスパートを始め、土木

分野のエキスパートを集め、BIM/CIM の「価値」の再定義と、その「価値」を使うことにより

「成果」が我々業界としてどう受け止めていくべきかを公開の場で議論したい。 

 

パネラーのみなさんからは、各業界での状況を踏まえ、上記の内容について国土交通省が発表

した 2023年の BIM/CIM原則実施にむけて、現状の把握は課題・解決方法・2023年の先に我々

の世界はどのように変わるのかを議論しておきたい。 

 

学習の目的 

• ［今の活用の方法は正しいか］ 

• ［これからさらに活用を進めていくために何が必要か］ 

• ［2023年の原則実施に向けた課題］ 

• ［今後我々はどうしていくべきか］ 

• ［2023年に待っている世界は？］ 



本パネルディスカッションは、できない理由を述べるのではなく、そうやったらその目標を達

成できるのかを中心とした議論を展開したい。 

「制度が確立されていないからできない」「ツール導入にコストがかかる」「技術がないから

できない」というのは、「実施しないための口実」であり、その口実を共有し、参加者全員が

安心するようなことを求めているパネルディスカッションではない。 

 

徹底的に議論し、受発注者すべてが本来あるべき姿を見据えて「あるべき姿」を見つけるため

のパネルディスカッションにする予定である。 

 

課題があれば、その課題を解決するための方法について具体的に説明し、カイゼンすべき点は

さらにカイゼンする、改革すべき点はさらに具体的な内容を提示し、その内容の重要性を示す

という具体的な議論ができる様にしていきたい。 

パネルディスカッションを行う側も聞く側も真剣勝負で 60分を過ごす予定である。 

 
 

事前知識 

 

●2023年からの BIM/CIM原則実施化 

 
  



 

●BIM/CIM関連基準の一覧 

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/spec_cons_new.html 
 
 

●BIM/CIM委員会の情報 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000070.html 
 
 

●R2年のリクワイアメント情報 
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BIM/CIM 推進委員会  実施体制検討ＷＧ（第６回）資料より 

 
  



モデレータについて 

 
 

●日本建設業連合会 土木本部 

  ・土木工事技術委員会土木情報部会副部会長 

  ・インフラ再生委員会技術部会幹事 

  ・電力土木工事委員会技術部会幹事 

  ・i-Construction推進コンソーシアム 3次元データ流通・利活用 TFリーダ 

  ・国土交通大学校講師（2015年～） 

  ・全国建設研修センター講師（2017年～） 

  ・建設コンサルタンツ協会との CIM推進WGリーダ 

●土木学会 

  ・CIM講演会講師（2015年から 2018年まで） 

  ・CIM米国調査団（2013年） 

  ・CIM欧州調査団（2014年） 

  ・会長タスクフォース セミナー講師 

●国土交通省 

  ・BIMCIM推進委員会 全体統括チーム幹事 

  ・BIMCIM推進委員会 トンネルガイドラインWG主査 

  ・BIMCIM推進委員会 土工ガイドラインWG 委員 

  ・BIMCIM推進委員会 活用促進WG 委員 

  ・i-Constructionによる基準改定に関与 

●鴻池組 

  ・1992年主に造成現場を中心として施工現場に従事 



●大林組 

  ・2006年に大林組に転職（2008年までオーク情報システムで勤務） 

  ・2009年より大林組土木本部本部長室勤務 

・2011年～2017年 CIM推進責任者 

  ・2018年 土木先端技術企画部にて施工現場における先端技術活用促進責任者 

・2019年 グループ経営戦略室経営基盤イノベーション推進部にて会社全体のイノベーション推進責

任者 

   現在に至る 

●受賞履歴 

  海外 

  ・AEC ExcellentAward2017で Construction部門世界 3位 

  ・AEC ExcellectAward2019で InnovatorPersonalNominee選出 

  ・AEC ExcellectAward2020で InnovatorPersonalNominee選出 

  https://excellenceawards.autodesk.com/finalists/2020/ 

  国内 

  ・土木建設技術発表会 2018 最優秀発表賞 

●特許 

  土工管理（2017-101989） 
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